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新型コロナウイルス感染症拡大防止に

かかる臨時休業措置等に伴う

家計特別支援事業を制度化

令和２年１０月２日



臨時休業措置等に伴う家計特別支援事業①

概要

予算額

小・中・義務教育学校、幼稚園、保育所、認定こども園等に通学・
通園する児童及び職員において新型コロナウイルス感染症の感染
者が確認されたことに伴い、当該感染症の拡大防止の観点から、
感染者と最後に濃厚接触した日の翌日から２週間を基準に臨時休
業や出席停止等の措置を講じることにより、登校又は登園しなかっ
た児童の家庭に生じる家計への負担の軽減を図るための支援策と
して、家計特別支援金を交付します。

９月議会定例会追加補正予算 ６，０９６万３千円

施行日 令和２年１０月１日 適用日 令和２年９月１０日～

令和２年１０月1日議決

家計特別支援金 郵送費

小学校費 ２，８６０万円 ２４万１千円

中学校費 １，４８０万円 １２万５千円

幼稚園費 ３４０万円 ２万９千円

児童福祉費 １，３６５万円 １１万８千円



臨時休業措置等に伴う家計特別支援事業②

対象者

小・中・義務教育学校、幼稚園、保育所、認定こども園等に通学・
通園する児童及び職員において新型コロナウイルス感染症の感
染者が確認されたことに伴い、感染者と最後に濃厚接触した日
の翌日から２週間を基準に臨時休業措置、出席停止措置を講じ
た児童のうち、次の①②のいずれかに該当する児童
ただし、保育所等においては、市町による登園自粛要請（同意）を
含む。

① 学校等を起因として、濃厚接触者に特定され、感染者と最後
に濃厚接触した日の翌日から２週間を基準に出席停止の措置
を受けた市内に居住する児童

② 濃厚接触者の出席停止措置の期間が終了する日まで行わ
れる臨時休業の措置及び市町の登園自粛の要請（同意）によ
り、登校又は登園しなかった市内に居住する児童



振込

小学校、中学校、義務教育学校、幼稚園
中等教育学校（前期課程に限る。）

特別支援学校（小学部、中学部又は幼稚部に限る。）

事業費 ４，７１９万５千円

事業スキーム

臨時休業措置等に伴う家計特別支援事業③

支援金額
臨時休業措置等を行った
学校に在籍している児童

２万円

津市

学校を通じて
支援内容を案内

保護者

申請書に口座番号等を記載し、
学校を通じて若しくは返信用封筒にて

津市に返送

津市

申請書の
内容を確認

（随時）



振込

保育所、認定こども園、小規模保育事業所

臨時休業措置等に伴う家計特別支援事業④

事業スキーム

津市 保護者 津市

園を通じて
支援内容を案内

申請書に口座番号等を記載し、
園を通じて若しくは返信用封筒にて

津市に返送

申請書の
内容を確認

支援金額
２万円

事業費 １，３７６万８千円

臨時休業措置等を行った
保育所等を利用している児童

ただし、特定教育・保育等の提供を行う日において
利用しない日数が５日以内の場合は、１万円

（随時）



臨時休業措置等に伴う家計特別支援事業⑤

臨時休業
令和２年９月１４日（月）～９月２３日（水）

臨時休業により
影響を受けた

児童

１号認定子ども １４６人
２号認定子ども ５７人

３号認定子ども ２４人 計 ２２７人

振込

手続きの流れ

津市 保護者 津市

園を通じて
支援内容を案内

申請書に口座番号等を記載し、
園を通じて若しくは返信用封筒にて

津市に返送

申請書の
内容を確認

（随時）
１０月上旬 １１月末まで １０月下旬～

※家庭保育が困難で、保育の必要性のある子どもについては、
受入れ

津こども園の事例



戸木小学校の事例

８月２５日

８月２１日 ＰＣＲ検査を受けた児童の検査結果が陽性と判明

支援金

８月２４・２５日 学校施設消毒のため、全校臨時休業

８月２６日
～９月３日

２年生全児童並びに濃厚接触者としてＰＣＲ検査を受けた
児童及び教職員について、臨時休業または出席停止の措置

臨時休業措置・出席停止措置に伴う家計特別支援金
交付のための申請書の配付

８月２６日～９月４日 申請書受付

１７０万円（予備費充用）

（児童１人２万円）
対象者数

８５人
（２年生全児童、当該感染者の
濃厚接触者の児童）

９月７日 対象者全員に交付完了

臨時休業措置・出席停止措置に伴う家計特別支援金 【参考】



お問い合わせ先

小・中・
義務教育学校、

幼稚園
をご利用の方

保育所、
認定こども園、

小規模保育事業所
をご利用の方

健康福祉部子育て推進課
電話番号 059-229-3167

【小・中・義務教育学校】
教育委員会事務局教育研究支援課
電話番号 059-229-3288

【幼稚園】
教育委員会事務局学校教育課
電話番号 059-229-3391



事業活動と市民活動の継続を応援します

～津市の新たな独自支援策の開始～

令和２年１０月２日

①観光・イベント事業維持支援事業

②飲食事業者事業展開支援事業

③久居版津がんばるマルシェ実施事業

④文化芸術活動等支援事業

新型コロナウイルス感染症対策



観光・イベント事業維持支援事業①

コロナ禍を乗り越えようと事業の継続・拡大に取り組んでおり、国の持続化給付金をはじめとす
る各種支援制度を活用しても、なお令和２年10月～12月の間の総事業収入が対前年同月比
50％以上減少する月があるなど、未だ回復軌道に至らない観光・イベント事業者に対して、支

援金を交付することで、来年に向けた事業の維持を支援

区 分 支援額 留意点

・市内に所在する宿泊施設

旅館業
宿泊定員数

１００人以上 ５０万円 ・市内で複数の宿泊施
設を営んでいる場合、宿
泊定員数はその合計

・左記の各事業のうち、
２つ以上営む事業者に
あっては、その事業ごと
に支援金を算定

・宿泊事業者以外は、市
内に本店又は本社を有
する事業者

３０人～９９人 ３０万円

３０人未満 １０万円

住宅宿泊事業 一 律 １０万円

一 律 １５万円

事業用登録台数
３０台以上 ２０万円

３０台未満 １０万円

貸切バス登録台数
１０台以上 ２０万円

１０台未満 １０万円

一 律 １５万円

支
援
対
象
事
業
区
分
・金
額

※津市競争参加資格者名簿の大分類「広告」、中分類「2802イベント企画・運営」の品目「01イベント企
画・運営」及び「02会場設営」の両方に登録している事業者

概
要

イベント事業者※ （24件）

観光バス事業者 （ 1件）

タクシー事業者 （ 8件）

旅 行 業 者 （19件）

宿 泊 事 業 者 （87件）



観光・イベント事業者の事業維持を支援②

【留意事項】
・支援対象事業以外の事業を手掛けている場合も上記④と同様に全体事業分から支援対象事業分を抽出
・持続化給付金の２０１９新規開業特例及び２０２０新規開業特例の該当者は同特例の考えを準用

申

請

要

件

観光・イベント事業維持支援事業②

①国の持続化給付金の交付決定を受けていること

②令和２年４月１日を基準日として、対象事業の営業許可等が得られていること

③申請対象月（Ｒ２年１０～１２月の間の任意の１箇月）の総事業収入に、受給した持
続化給付金を１２ヶ月で除した額を加算した金額が対前年同月比で５０％以上減
少していること

④宿泊事業者は申請対象月（Ｒ２年１０～１２月の間の任意の１箇月）の宿泊者数、
旅行業者・タクシー事業者・観光バス事業者・イベント事業者は支援対象事業の収
入がそれぞれ対前年同月比で５０％以上減少していること



津市ホームページからダウンロードしていただいた申請書、もし
くは観光振興課（本庁舎７階）窓口において設置している申請
書に必要事項を御記入の上、原則、郵送にて観光振興課まで
御提出ください。

申請方法

観光・イベント事業維持支援事業③

申請期間

・申請書 ・宣誓書 ・登記事項証明書の写し（法人申請時）
・本人確認書類の写し（個人事業者申請時）
・支援対象事業に係る営業許可書等の写し
・「持続化給付金の振込みのお知らせ」ハガキ又は振り込み金額
が確認できる通帳の写し
・昨年と本年の事業収入が確認できる書類（確定申告書及び売
上台帳等）の写し など

提出書類

令和２年１１月２日（月）から令和３年１月２９日（金）まで



商工観光部 観光振興課
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3170
ＦＡＸ：059-229-3335
津市ホームページ：
https://www.info.city.tsu.mie.jp/

観光・イベント事業維持支援事業④

問い合わせ先



新型コロナウイルス感染症の影響を受けた飲食事業者の新たな事業展開への支援とし
て、津市センターパレスホール（津センターパレス５階）において飲食を伴う会議、会合又
は懇親会等を行った団体に対し、ケータリングの手法により「会場設営」、「飲食の提供」、
「配膳」、「給仕」、「後片付け」までのサービスを行う市内の飲食事業者に、支援金を交付。

支給要件
（①～⑤を全て満たす者）

① 市内に店舗を持つ飲食事業者であること。
② 本市に事前登録を行っている者であること。
③ 令和２年９月１日から令和３年３月２８日までの間に、津市センターパレ
スホールにおいてケータリングを実施した者であること。
④ 市税を滞納していない者であること。
⑤ 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）第５２条に基づく三重県知事
の許可を受けているほか、サービスの提供において必要な免許等を取得して
いること。
※ ただし、設営等において他の事業者と連携することは可能

飲食事業者事業展開支援事業①

概
要



会議等の出席人数 ２０人以上５０人未満 ５０人以上１００人未満 １００人以上の場合

支援金の額 ８０，０００円 １００，０００円 １５０，０００円

飲食事業者事業展開支援事業②

交付申請期間 令和３年３月２７日（土）まで

事業対象期間 令和２年９月１日（火）から令和３年３月２８日（日）まで



申請を行う前に事前登録を行ってください。
※初回の支援金交付申請時に事前登録も合わせて提出する
ことも可能です。

事前登録

飲食事業者事業展開支援事業③

登録申込書兼誓約書・市税を滞納していないことがわかるも
の・飲食事業者営業許可証（食品衛生法第52条）の写し・そ
の他、サービスの提供において必要な免許等の写し

提出書類

登録事業者については、飲食を伴う会議等を行う団体が津市センターパレス
を利用する際に、ケータリング可能な事業者として、津市から団体に案内しま
す。

事
業
者
登
録



交付申請書・ケータリングに係る費用の見込みがわかるもの・契約
書等の写し（会場設営等を他の事業者と連携する場合に限る）

提出書類

飲食事業者事業展開支援事業④

※令和２年９月１日から１０月１日までにケータリングを実施した
場合は１１月３０日までに提出

津市センターパレスホールにおいてケータリング事業を実施

（ケータリン
グを実施す
る前日まで
に提出）

提出書類

（ケータリン
グ実施後に
提出）

実績報告書・ケータリングに係る費用がわかるもの・支援金の請
求書

飲食事業者へ支援金の支払い

交
付
申
請

実
績
報
告



飲食事業者事業展開支援事業⑤

商工観光部商業振興労政課
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3114
ＦＡＸ：059-229-3335
メール：229-3114@city.tsu.lg.jp

津市ホームページ：
https://www.info.city.tsu.mie.jp/

問い合わせ先

mailto:229-3114@city.tsu.lg.jp


久居版津がんばるマルシェ実施事業①

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、商品の販売や宣伝の
機会が失われ、大きな打撃を受けている事業者のがんばる気持ちを
応援するため、物販や事業ＰＲなどを行う場を提供する

市内事業者（市内に事業所（店舗）を有する者）、市内地域振興団
体及び市内商工観光振興団体
※店舗の所在地が特定できない場合にあっては、事業主または代表者が津市に住民票を有していること

支援対象者

概 要

内 容 物販、事業ＰＲなど内容に制限を設けず、キッチンカー出店も可能
例：食品、弁当、野菜・果物などの青果物、花木、津市の物産などの販売、観光事業者等の宣伝ＰＲなど

回 日 時 会 場

第１回 令和2年10月18日(日) 午前10時～午後3時 久居アルスプラザ

第２回 令和2年10月31日(土) 午前10時～午後3時 久居駅東口 緑の風公園

第３回 令和2年11月21日(土) 午前10時～午後3時 久居駅東口 緑の風公園

第４回 令和2年12月19日(土) 午前10時～午後3時 久居駅東口 緑の風公園

第５回 令和3年 1月24日(日) 午前10時～午後3時 久居アルスプラザ

開催日程



各回で２０ブース程度（応募多数の場合は抽選）出店募集

出店料

感染症対策 ・会場には飲食スペースを設けず、ブース間の距離を確保
・出店者へのマスク着用、アルコール消毒液設置等の感染症対策を徹底
・来場者へのマスク着用、手指消毒及び体調不良と思われる方への検温の実施
・市営久居駅東口駐車場の利用者には１時間無料券を配布

無料

申込締切 回 締 切 日 開 催 日

第１回 令和2年10月 8日(木) 令和2年10月18日(日)

第２回 令和2年10月22日(木) 令和2年10月31日(土)

第３回 令和2年11月12日(木) 令和2年11月21日(土)

第４回 令和2年12月10日(木) 令和2年12月19日(土)

第５回 令和3年 1月14日(木) 令和3年 1月24日(日)

申込方法 出店申込書(募集要項)を下記の窓口で配布
津市ホームページ、各総合支所地域振興課、商業振興労政課、ビジネスサポートセンター

久居総合支所地域振興課へ申込み(メール・ＦＡＸ可)

久居版津がんばるマルシェ実施事業②



久居総合支所 地域振興課
〒514-1192 津市久居新町3006番地
ＴＥＬ：059-255-8846
ＦＡＸ：059-255-0960
メール：255-8812@city.tsu.lg.jp

津市ホームページ：

https://www.info.city.tsu.mie.jp/

問い合わせ先

久居版津がんばるマルシェ実施事業③

mailto:255-8812@city.tsu.lg.jp


新型コロナウイルス感染拡大防止や新しい生活様式に対応した催し物の開
催に係る負担を軽減するため、津市の文化施設（１２施設※１）において催
し物（※２）を主催する個人や団体等へ最大２つの支援金を交付

概 要 ※１ 津リージョンプラザ、久居アルスプラザ、白山総合文化センター、サンヒルズ安濃、
芸濃総合文化センター、美里文化センター、サンデルタ香良洲、美杉総合文化セ
ンター、河芸公民館、一志農村環境改善センター、アストプラザ、津センターパレス

文化芸術活動等支援事業①

支
援
金
①

津市の文化施設のホールまたは展示施設において催し物を主催す
る市内在住の個人及び市内に主たる拠点（事務局等）を有する文化
芸術団体等（事業者含む）

対 象 者

催し物の開催に伴い必要となる、マスクやフェイスシールド、消毒液
などの感染拡大予防品への購入支援として、主催者へ催し物１回
開催当たり１万円を交付

支援内容

※２ リハーサルや練習のみの使用で、本番となる催し物を開催しない場合（無観客開催
を含む）は支援の対象外



支
援
金
②

感染拡大防止に伴う定員の制限等によって、通常より大きな
ホールを利用するまたは多くの諸室を楽屋等で利用する催し物
を主催する市内在住の個人及び市内に主たる拠点（事務局等）を
有する文化芸術団体等（事業者含む）

対 象 者

感染拡大防止に伴うホールの定員の制限等によって、通常より
大きなホールや多くの諸室を利用することにより増加する使用料
への支援として主催者へ催し物１回開催当たり２万円を支援金
①に加算して交付

支援内容

文化芸術活動等支援事業②

令和２年１０月１日（木）から令和３年３月２８日（日）までの期
間に開催される催し物

対象となる
催し物の期間

令和２年１０月１日（木）から令和３年１月３１日（日）まで申請期間（※）

支援金①・②共通事項

※申請期間については、今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況や文化芸術活動の再開状況等を踏まえ延長を検討



文化振興課（津リージョンプラザ１階）のほか、下記受付窓口に
おいて設置している申請書、もしくはホームページからダウン
ロードしていただいた申請書に必要事項を御記入の上、施設
使用許可書の写しを添付していただき、同窓口へ御提出くださ
い。

申請方法

支援金①・②共通事項

文化芸術活動等支援事業③

【受付窓口】

文化振興課（津リージョンプラザ１階）、久居アルスプラザ内市民サービスセ
ンター、アストプラザ、河芸公民館、芸濃総合文化センター、美里総合支所
地域振興課、サンヒルズ安濃、香良洲総合支所地域振興課、一志総合支
所地域振興課、白山総合文化センター、美杉総合支所地域振興課
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支援金①・②共通事項

津市スポーツ文化振興部
文化振興課

申 請 者

⑤請求書提出

③実績報告書提出

⑥交付金振り込み

②交付決定通知

④交付確定通知

①交付申請書提出

【申請から交付までの流れ】

文化芸術活動等支援事業④
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⑤請求書提出

文化芸術活動等支援事業⑤

文化振興課（津リージョンプラザ１階）
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3250
ＦＡＸ：059-229-3344
メール：229-3250@city.tsu.lg.jp
津市ホームページ：
https://www.info.city.tsu.mie.jp/

問い合わせ先

mailto:229-3250@city.tsu.lg.jp


１０月１日から販売を開始

令和２年１０月２日

津市プレミアム付商品券

～商品券の購入は希望された郵便局で～



津市プレミアム付商品券 申込結果

申込者数 割合

１ 冊 １６，４００人 １８．４％

複数冊

７２，７００人

８１．６％４ 冊 ４５，５００人

３ 冊 ２７，２００人

合 計 ８９，１００人 １００．０％
※無効申込者数（重複や期間外の申込み等）は、３７４人

８９，１００人の市民の皆さまから
お申込みをいただきました。



津市プレミアム付商品券の販売冊数調整について

販売冊数28万冊のところ、有効申込者数89,100人
（うち１冊の希望者16,400人、複数冊の希望者72,700人）

１冊を希望
＝16,400人

複数冊を希望
＝72,700人
残り263,600冊

16,400冊で決定

１人３冊
27,200人
（81,600冊）

複数冊を希望
＝72,700人

※複数冊を希望した人のうち、３冊又は４冊のいずれになるかは抽選により決定

263,600冊÷複数冊の希望者72,700人
≒３．６冊 ➡ １人当たり３冊又は４冊

冊数調整の計算式

申込結果

１人４冊
45,500人
（182,000冊）

複数冊を希望した
72,700人で、

残り263,600冊を配分



お申込みいただいた皆さまに、購入引換券
（返信はがき）を、３回に分けて発送しました。

津市プレミアム付商品券 購入引換券の発送について

発送日
合 計

９月１８日 ９月２３日 ９月２４日

１ 冊 １６，４００ ０ ０ １６，４００

複数冊
３ 冊 ８，４００ １０，５００ ８，３００ ２７，２００

４ 冊 １５，０００ １９，５００ １１，０００ ４５，５００

その他 （期間外）１９１ ０ （重複等）１８３ ３７４

合 計 ３９，９９１ ３０，０００ １９，４８３ ８９，４７４

（単位：通）

金 水 木



購入引換券と商品券の購入方法

商品券の購入

販売期間

１０月１日 ～ １１月３０日

販売場所

市内の郵便局 合計５５局
（簡易郵便局を除く）

商品券購入時に持参するもの

☑ 購入引換券（返信はがき）
☑ 購入代金（現金）

購入引換券がない場合、商品券の購入は不可

代理人の購入も可能。身分証の提示は不要。

木 月

複数冊希望者への留意事項

☑ 「複数冊」又は「２冊以上の冊数」を記入した
人は、「３冊」又は「４冊」のスタンプが押され
ています。

☑ このため、例えば２冊を希望されても、４冊と
書かれた購入引換券が届く場合があります。
その場合は、４冊以内の商品券を、ご予算に
応じてご購入ください。

購入引換券のスタンプ（イメージ）

混雑・密を避け、
余裕を持って

購入してください

※ご自身が希望された郵便局で購入してください。

●



津市プレミアム付商品券の使用について

９月下旬

商品券の使用

使用期間

１０月１日 ～ １２月３１日木

使用店舗（取扱店）

木

☑ 取扱店一覧（冊子）で確認する
① 取扱店一覧は、商品券販売時に郵便局
でお渡ししています。

② 取扱店一覧には、令和２年８月３１日
（月）までに登録申込された１，３４６店舗
が掲載されています。

③ 市役所、各総合支所の窓口にも置いて
あります。

商品券特設ページをご覧ください。

取扱店の確認方法

小売店、飲食店、サービス業、
旅館・ホテル、大型商業施設、
百貨店など

取扱店数

１，４６４店舗（令和２年９月３０日現在）

☑ ＷＥＢで確認する

ＷＥＢ 津市ホームページ（申込ページ）
https://www.info.city.tsu.mie.jp/www/contents/1557705828497/index.html

１２月１８日（金）まで取扱店を募集中！

ＦＡＸ 059-229-3499

取扱店の目印

ステッカー、ポスター
ステッカー ポスター



津市プレミアム付商品券とのコラボ企画

① １０月１日
② １０月～１２月の第３水曜日

津がんばるマルシェ×商品券コラボフェア 津ぅキャラお買い回りスタンプラリー
期 間 期 間

内 容

内 容

場 所 主 催

１０月１６日 ～ １２月３１日

津市物産振興会津センターパレス１階、津市まん中広場

フェア当日は、津がんばるマルシェのすべて
のお店で津市プレミアム付商品券がお得に使
えます。

コラボフェアの特典
☑ お得なフェア限定商品を販売！

商品券の利用で、店舗ごとに異なるフェア限
定商品を購入できます。

☑ 商品券でお買い物をした人に粗品をプレゼント！

津市物産振興会の対象店舗で５００円以上
お買い物をして、異なる１２種類の津ぅキャラス
タンプを集めます。抽選で３００名に豪華賞品
が当たります。

賞 品
鰻や松阪肉、珈琲やタオル
詰合せ、和洋菓子など

対象店舗
会員のうち参加店舗８１店

（１０月２１日、１１月１８日、１２月１６日）

木金木
※応募締切は、令和３年１月８日 （必着）金



津市プレミアム付商品券推進室

津市プレミアム付商品券発行事業 問い合わせ先

平日９時～１７時（土・日・祝日を除く）

TEL 059-229-3315

商品券全般に係る問い合わせ

商品券特設ページ

☑ 商品券の概要

☑ 商品券の使用上の注意
☑ 商品券が使えるお店（取扱店）

☑ 商品券の申込方法・購入方法

☑ よくある質問（ＦＡＱ）

特設ページで確認できる内容

URL:https://www.info.city.tsu.mie.jp/www/tsu-premium/index.html 



令和２年度津市総合防災訓練
令和２年１１月１日開催

令和２年１０月２日



訓練日時

令和２年１１月１日 午前９時～午前１１時
●雨天決行

●警報発表時は中止日

訓練会場

津市立芸濃中学校（津市芸濃町椋本5147番地）

令和２年度津市総合防災訓練日時・会場

訓練会場



南海トラフ地震等の巨大地震が発生した場合でも、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止対策を講じながら、適切な避難所運営が実施できるよう、

行政と市民が一体となった避難所運営体制の確立と地域住民の防災意識の

高揚を図ることを目的とする

訓練目的

訓練目的・テーマ

防災関係機関や自主防災組織等が役割分担し、相互に連携しながら、実

災害を想定した実践的な避難所運営訓練を実施

訓練を通じて防災意識を高め、災害時の行動力や判断力等を向上

訓練テーマ

コロナ禍における「新しい生活様式」を基本とした避難所の運営に向けて

訓練実施方針



訓練想定・訓練特色

訓練想定
令和２年１１月１日午前８時３０分頃、市内において新型コロナウイルス感

染症の感染が拡大しつつある中、東南海沖を震源としたマグニチュード９.０と

推定される巨大地震が発生、津市では震度６強を観測し、午前８時３３分、伊

勢・三河湾予報区に「大津波警報」が発表された

これにより、津波の浸水想定区域外である芸濃地域へ多数の住民が避難を

開始しているほか、市内各地で建物の倒壊、火災の発生、交通機関の混乱、

ライフライン（電力、通信、水道、ガス）の寸断等重大な被害が発生している

感染症対策を踏まえた
資機材の取扱訓練

行政と市民が一体と
なった開設・運営訓練

「新しい生活様式」を
実践した運営訓練

特色① 特色② 特色③

訓練の３つの特色



◆感染症の感染拡大を防止することを目的に整備した、段

ボールベッドや段ボール間仕切り等の感染症対策用品の取

り扱い訓練を実施し、これらの防災資機材の取扱方法を確

認する

感染症対策を踏まえた資機材の取扱訓練特色①

①訓練の主旨

②訓練のねらい

◆令和２年７月に改訂し、新型コロナウイルス感染症対策に

関する追記を行った「津市避難所運営マニュアル策定の手引

き」の確認・検証を行う

◆感染症対策として、避難者の体調等を考慮した避難所の

ゾーニング設定を実施することで適切な避難所運営を行う



行政と市民が一体となった開設・運営訓練特色②

①訓練の主旨

②訓練のねらい

◆大規模災害発生時に、避難所へ避難者が殺到した際も、

円滑に避難者を受け入れ、行政と市民が一体となった避

難所運営を行うことができるように、避難所の開設・運営

や体調不良者等への対応訓練を実施する

◆芸濃地域の自治会、自主防災会、消防団など地域住民が

協働で各種訓練を実施することにより、地域の防災意識の高

揚と一体感の醸成を図る

◆避難所の運営手順を習得し、災害時において円滑な避難

所運営を実施できるようにする



「新しい生活様式」を実践した運営訓練特色③

①訓練の主旨

②訓練のねらい

◆感染予防対策として、うがいや手洗い、検温等の徹底を

行うことと、密閉・密集・密接（三つの密）の回避を実践でき

るように、「新しい生活様式」を取り入れた避難所運営訓練

を実施する

◆受付時からソーシャルディスタンスを保つ等、三つの密を避

けるための配慮を徹底し、災害時の適切な避難誘導へつなげ

ていく

◆感染予防対策の徹底を行うことで、訓練参加者一人ひとり

の基本的感染予防対策を見直すきっかけにしていく

（避難場所のイメージ）

フェイスシールド

手指消毒液

非接触式温度計



ソーシャルディスタンスの確保により避難スペースが不足となった273人を受け入れ

るため、屋内運動場以外の校舎棟（教室等）を活用

芸濃中学校の場合、1教室17人として、17教室を活用することで充足

避難者の間隔を２ｍ（最低１ｍ）確保すると

１人当たりの避難面積： ２㎡ → およそ４㎡必要

◆芸濃中学校屋内運動場の有効面積はおよそ1,090㎡で、通常時の避難者収容人
数は、１人当たりの避難スペースを２㎡として、 545人を想定

◆ソーシャルディスタンスを確保した場合、 １人当たりの避難スペースを４㎡とし
て、 272人に減少 → 273人分の避難スペースが不足

ソーシャルディスタンスの確保により避難面積が減少

避難スペースの試算

「新しい生活様式」を基本とした避難所運営への対応

避難スペースの拡充対策

芸濃中学校の場合、校舎棟の教室や多目的室、会議室等を活用することで充足



訓練会場レイアウト

付受

避難所運営訓練会場

体育館

校 舎

２Ｆ

体調不
良者用
スペース

高齢者用
スペース

要配慮者
用スペース

体調不良者

高齢者
家族連れ１Ｆ



参加予定機関

市民参加団体等

●津市自治会連合会芸濃支部
●津市自主防災協議会芸濃支部
●津市自主防災協議会（芸濃支部除く）
●芸濃町地域住民

市・各防災関係機関

●津市（各部局、各総合支所、北消防署芸濃分署、芸濃中学校）
●消防団（芸濃方面団、学生機能別団員）
●津警察署

６機関 約１５０人の参加を予定

※本年度の津市総合防災訓練は避難所運営訓練に限定し実施することから、当該防災訓練
への参加については上記機関に限定します


	①新型コロナウイルス感染症対策　10月2日開催　津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第50回）開催結果
	➀会議資料
	②200930+19(教育研究支援課修正戸木小)体裁整200929+12(子育て推進課より教育研究支援課確認)200929+11(教育研究支援課確認)家計特別支援金パワポ_R2.10.1【確定】
	③（データ軽い）☆事業活動と市民活動の継続支援の事業開始【原本】
	④（データ軽い）津市プレミアム付商品券
	⑤（データ軽い）改4【定例記者会見（R2.10.2）】令和２年11月1日津市総合防災訓練　市長レク1修正後 - コピー



